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別紙 

 
令和６年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

（１）都立府中工科高等学校 学校運営連絡協議会 

（２）事務局の構成 総務部主任教諭＝事務局長、総務部員１名 計２名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、主幹教諭(教務担当)、主任教諭(生活指導担当)、 

主幹教諭（進路指導担当） 

   計６名 

（４）協議委員の構成 

      近隣企業社長、学識経験者(大学教授)、職業能力開発協会、ＰＴＡ会長、近隣中学校長、地域住民代

表、府中警察署、府中消防署、 計８名 

２ 令和５年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和６年６月２１日（金）内部委員８名、外部協議委員７名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出 

     学校経営計画、昨年度の学校運営連絡協議会の課題 

     本校の現状と課題等説明、意見交換 

   第２回 令和６年１１月２０日（水）内部委員８名、外部協議委員８名 

     授業公開、これまでの教育活動に関する報告 

     協議委員からの教育活動に対する意見、学校評価の内容検討、協議 

   第３回 令和７年２月２８日（金）内部委員８名、外部協議委員６名 

    学校評価の報告及び学校運営に関する提言、協議 

    次年度に向けた方向性の確認 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和６年６月２１日（金）内部委員３名、評価委員２名 

    学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

    今年度の学校評価の実施に向けた検討 

第２回 令和６年１１月２０日（水）内部委員３名、評価委員２名 

    今年度の学校評価の観点・項目、内容の検討、実施時期の検討 

第３回 令和７年２月２８日（金）内部委員３名、評価委員２名 

    アンケート集計結果の分析・考察、 

課題の整理評価報告書（原案）の検討 

３  学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）学校評価の観点 

   「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケート調査の実施時期・対象・規模 

  ・１月 全校生徒   対象：４８２人  回収：４２３人  回収率：８７．８％ 

  ・２月 保護者全員  対象：４８２人  回収：２１４人  回収率：４４．４％ 

  ・１２月 地域・住民 対象： ５０人  回収：２７人   回収率：５４％ 

  ・２月 教職員    対象： ５８人  回収：５８人   回収率：１００％ 

（３）主な評価項目 

   ・※学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康・安全、施設・設備、 

働き方改革、オンライン学習など。 

   

（４）評価結果の概要    

  ・保護者の９３％は、子供を入学させて良かったと思っている。しかし、生徒の肯定的な意見は昨年と

比較して１０％低下している。 

  ・設問に対して生徒の多くは肯定的な回答が多いが、自由記述では、「教員」、「校則」などについて不満

をのぞかせる生徒が多い。 

  ・本校の強みである「基本的生活習慣の指導」、「学校行事」、「進路指導」、「資格取得指導」についての

評価は高いが、昨年と比較して保護者のポイントが低下している。 
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  ・資格取得への取り組みは、内外から高い評価を受けているが、担当する科の教員の負担が大きい。 

  ・体罰やいじめ防止の取り組みは行っているが、評価は低い。 

  ・学校行事に関しては評価が分かれる傾向がある。 

  ・昨年度防災教育推進校に指定され取り組みを強化してきたが、取り組みに関して保護者にはうまく伝

わっていない。 

  ・人権尊重教育推進校として 2年間取り組み、研究授業や講演会を行ったが、評価は高くなかった。 

  ・保護者の回答欄に「わからない」を選択肢に入れたところ、回答の精度が高まった。 

 

４ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

   ・卒業時には即戦力として社会に求められる有為な技能者を育成する学校を目指す。 

（２）学習指導 

  ・教科主任が中心に観点別評価を適切に行い、評価と指導の一元化を目指す。 

（３）特別活動 

  ・大会参加や発表など、目標を持たせ、部活動や学校行事を活性化させる。 

（４）生活指導 

  ・規律ある生活指導と健全育成を充実させ、部活動や学校行事を活性化させる。 

（５）進路指導 

  ・系統的な指導でキャリア教育を図り、インターンシップを充実させる。 

（６）健康・安全 

  ・近所での交通違反をする生徒が減少しているので、このまま継続させる。自転車でのヘルメット着用

を定着させる。 

 

５ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ８人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 ８名 

 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

６ ２      

６ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 ０回     企画調整会議 ０回  

   【成果】  なし 

 

７ その他 

 ・評価精度の更なる向上のため、保護者が来校する機会を増やし、HPでの情報発信を積極的に行う。 


